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      The Chukchi are an indigenous people of the Chukot Peninsula in Northeastern Russia. The Chukchi 

population was about 15,000 in 1989. In the latter half of the nineteenth century, ethnographers divided the 
Chukchi into two groups. One group tended reindeer herds (Reindeer Chukchi); the other group lived along the 
coast, subsisting primarily by hunting sea mammals (walruses, seals, etc.). This group might be called Maritime 
Chukchi. However, due to the spread of socialism in the Soviet era, many Chukchi now work as government em-

ployees on state-run farms, sovkhoz. 
      This paper clarifies changes in the number of reindeer in each district in the Chukotka Autonomous 

Region over the past 25 years; it examines how the Chukchi have adapted to the decline of reindeer herding re-

sulting from commercial sale, slaughter, and escape from the herd. 
The author conducted fieldwork for about two and half months in Chukotka: 30 days in October and November 
1997; 25 days in January and February 2000; 10 days in November 2000; and 10 days in August 2001. 

      Results obtained from the fieldwork are summarized as follows. 
      Domestic reindeer populations decreased in all districts over the period since 1987. Patterns of changes 

for each village in the Chaun District can be classified into three types after the collapse of socialism. Because of 
the decrease in the number of reindeer in Tavaivaan Village near Anadyr, the main economy of Chukchi living 
there has transformed itself from reindeer herding to salmon fishing. This stands in stark contrast to the fact 
that some Chukchi changed over from sea mammal hunting to reindeer herding in the past. 

      The author suggests that understanding Chukchi societal changes is crucial to discussion of the validity 
of the two terms Reindeer Chukchi and Maritime Chukchi when regarding multi-resource use among the 
Chukchi.
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1、 は じ め に

　筆者は、ソビエ トの社会主義体制崩壊後における

牧畜の変化の実態 とその要因を検討することを問題

意識 として持 っている。そ して、近年におけるロシ
ア国内の トナカイ牧畜の実態は、生産遊牧であると

同時にかつての遊牧形態をも維持 している「牧畜型」

(チュクチ、コリヤーク)、生産遊牧を示す 「飼育型」

(ウイルタ、エヴェン)、個人所有の トナカイを飼養
し生産遊牧ではない 「遊牧型」(ネネツ)と い う3類

型 か ら説 明で きる とい う仮説 を提示 した(池 谷
1999:26-27;IxEYA　 2001:97-98)o

　 しかし、チュクチの牧畜に焦点を当ててみると、
筆者が調査地 とした村のように社会主義体制崩壊後

にソフホーズ(国 営農場)が 存続 していた所(池 谷

1999)、あるいは会社組織に転じた所など様々な変化

があったもの と推察 される。また、 ソフホーズが維

持された場合には トナカイ頭数の変化はみられるの
か、会社組織の場合には自立的な牧畜経営を維持で

きるのかなど未知なる課題が多い。

　本報告では、社会主義体制崩壊後におけるチュク
チの トナカイ牧畜にみ られ る変化の多様性 を把握す

ることを目的 とする。具体的には、チュコ ト自治管

区内における地区別の トナカイ飼育頭数や経営体の

変化を過去25年 間にわたって把握す ること、また1
つの村を事例にして トナカイ牧畜の衰退にともない

チュクチはどのような対応をしているのかを明 らか

にする。

　筆者は、①1997年10-11Aの30日 間、②2000年1-
2月 の25日 間、③2000年11月 の10日 間、④2001年8

月の10日 間の計4回 、のべ2カ 月半にわたって現地

調査を実施 した。 とりわけ③④では、チュコ ト自治

管区の農業省 と統計局での資料収集 とアナデ ィール

近郊のタバイバーン村での調査を行った。

　筆者は、 トナカイ牧畜の変化 とその要因分析のた
めには3っ の視角を統合することが不可欠であると

考えている。それは、1)中 心村落、放牧キャンプ、

農場経営の3要 素から構成される地域社会での文化

人類学的なコミュニティ ・スタデ ィー(池 谷1999;
1紐猟2001)、2)古 文書や 口頭伝承を通 しての牧畜
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社 会史の復元(池 谷2002b;IKEYA　 2003　in　p　ress)、

3)統 計デー タか ら見出せ る地域 特性 の把握で ある。

本 報告 は、 これ まで筆者 の行 って こなかった3番 目

の視角 に焦点 をおいた もので ある。

　 一方で、現在 トナカイ牧畜 に従事す るチュクチは

トナカイ牧畜民 と して把握す るのではな く、 トナカ

イ 牧畜以外の他 の生業 を含 めた生業複合 の視 点か ら

理解す る必要が ある(池 谷2002b:67)。 筆者 は、チ ュ

クチが様 々な環境変化 に応 じて牧畜 、狩猟 、漁労な

どの比 重 を変 えて きてお り、生業 のなか で トナカイ

牧 畜の比重が高い時 には狩猟や漁労 の比重 が小 さく、

牧 畜の比重が低い と狩 猟や漁労 の比重 が高 くな るな

どの関係が存在 す ると仮定 して いる。 このため、現

在 の トナカイ牧畜衰退の"危 機"も 、その よ うな歴

史のなかで位置づけることで、新たな見方から理解

することができる。

2.チ ュコ トカをめ ぐる近年の政治経済の動向

　 チ ュクチは、 ロシア北東部のチ ュコ ト半島に生活

す る先住民で、1989年 の人 口は約15,000人 を示す。

19世 紀の後半 において、彼 らは トナ カイ牧畜 を生活

の基盤 とす る"ト ナカイチ ュクチ"と セイ ウチやア

ザ ラシを対象 に した狩 猟を 中心 とす る"海 獣チ ュク

チ"と に二分 されていた。 しか し1950年 代 にはすべ

てのチ ュクチが、 ソビエ トの社会主義化 のもとでの

集 団化 政策の影響 を受 けて国営農場で働 く国家公 務

員になった。その後、社会主義体制 の崩壊 に伴い 自

図1　 チ ュ コ ト自治 管 区 に お け る家 畜 トナ カ イ頭 数 の 年 変 動
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営牧畜 に従事 する人 もみ られ るようになった。

　 チュ コ ト自治管区の人 口動態 をみ る と、1990年 に

は162,000人 、1995年 には106,000人 、2001年 に は

69,000人 と、人 口総数が急激 に減少 している ことが

わかる。 その一一方で、先住 民の人 口の方 は、1990年

には15,700人 、1995年 には16,800人 、2001年 に は

18,000人 とい うよ うに増加 してい る。

　 この地域 の政治経 済動 向を簡単に紹介 してお こ う。

この地域 が、 ソビエ トの社 会主義体制 下に含 まれ る

途 上に、国家の集 団化政策 の程度は海岸部で早 く進

み 内陸部 で遅 い とい う地域 差が 明瞭 に存在 していた。

1967年 のチ ュコ トカ にお ける ソフホー ズや コル ホー

ズの分布 では、べ一 リン グ海 の沿岸 部 におい て密度

が高い。 この時期において、 ソビエ トのチ ュコ トカ

支配 に抵抗 していた人々がい な くな り、国家 による

この地域 の統治が完 了 した ことを示 している。

　 しか し近 年、チ ュコ トカで は大 きな政治経済 の変

化 を経 験 してい る。2001年1月 に、ナ ザロフ氏 にか

わって、 シベ リアの石油王 とい われ る経済人 である

アブ ラモー ビ ッチ氏が管 区の知事 になった。 こうし

た政治 変化 に伴い、現在 、チ ュ コ トカでの市場経済

化 が急激 に進んでい る。 この地 区の経 済は、漁業 、

牧畜、土建 な どか ら構成 され る といわれ たが、2001

年には、カナ ダ資本 による魚 の加 工所 がアナデ ィー

ルに建 設 され てい る。また トナ カイ経 営の破綻 に対

して は、地 方政府 が新たな財政的援助 を始 めた りし

て いる。例 えば、2001年8月 には、チ ュコ トカ全土

か ら集 ま った経 営 体 の代表 は、政 府 か らの交付 金

(例:チ ャウンの レ トクーチ村、約1,600万 円)を 受

け取 っていた。 それ にしアナデ ィール市内では 、夏の

あいだ トル コ人や モス クワ近郊の ロシア人が 土建業

に従事 していた。 現在の国内空港を拡張 して 、国際

空港 に格 上げす る工事 も進 んでいる。

3.チ ュコ ト自治管区に おける トナカイ牧畜の変化

(1927年 ～1997年)

　 まず 、 トナカイ牧畜の変化を飼 育頭 数 と所有形態

の2点 か ら把握 す る。図1は 、1927年 か ら2001年 ま

でのチュ コ ト自治管 区にお ける トナカイ飼養頭数の

変化 、個 人所 有 トナカイ頭数の変化、 ソフホーズ所

有 トナ カイ数 の変化 を示 している。

　 全体 の トナ カイ所有頭 数は 、1927年 には556,900

頭 、37年 には379,100頭 と減少 したあ とに、70年 には

587,000頭 と急増 したが、その後90年 には464,500頭

に減少 してい る。 これか らも、50年 代 と60年 代は ト

ナ カイ頭 数が大幅 に急増 してい る時期で あったこ と

が うなずけ る。

　個 人所有 トナカイ頭数は、1927年 に最大 の556,900

頭 で1954年 には73,400頭 まで大幅 に急激 に減少 して

図2チ ュコト自治 管区の8つ の 地 区
　　 □は、地 区名を示す。
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い る。 その変化 は、1927年 には556,900頭 、34年 に

427,400頭 に、37年 に322,600頭 に、41年 に384,700

頭 に、46年 に156,200頭 に、50年 に148,300頭 に、54

年 に73,400頭 に、1990年 に は25,600頭 、1995年 に

28,800頭 にと微増 してい る。

　 その一方で、国家に よ り管理 され る ソフホー ズ所

有 の トナカイ数は1941年 以降1970年 頃まで急激 に増

加 してい る傾 向がみ られ る。 なお 、資料 の制約 のた

めに近年の ソフホーズ所有 の トナ カイ数 を把握 でき

ない。

4.チ ュコ ト自治管 区内の地 区別 の変化

1)ト ナカイ飼育頭 数

　 まず 、図2で チ ュコ ト自治管 区内の8つ の地区 と

その地 区内で の経営体 の数 を示す ことで、 トナカイ

経営 の単位 を示 してお こ う。各 々の地 区名 と経営体

数は、アナーデ ィル スカヤ5、 べ一 リングスキー2、
ビ リビノ8、 イ ウルテ ィ ンスキー2、 プ ロ ビデニア

1、 チ ャ ウン3、 チュコ トスキー2、 シュ ミッ ト1

(2001年 に2つ が統合 された)と なって いる。 これ

ら経営体 はあわせて24と なってい る。

　次 に、11の 経営体 を選 択 して、1976年 か ら2001年

までの トナ カイ飼育頭数 の変動 をみる(図3)。 経営

体名 は、ワエ ギ、マル コバ、スネー ジネ、ウズベ レ、

カンチ ャラン、タバ イバー ン、 ボロシュデー ニエ 、

アングエマ、アイオ ン、ペベ ック、ヤ ノラナ イであ

る。 この図か ら、2001年7.月1日 現在 にお ける各地

区別 、及び各経営体別 の トナカイ頭数 では、次のよ

うな傾 向がみ られ る。第 一位 は ウズベ レ(経 営体⑦;

後述)で16,315頭 、第二位 はアングエマ(経 営体⑦)

で11,166頭 、第三位 はペベ ック(経 営体⑤ 、筆者 の

調査 地)で9,433頭 を示す。これ らは、2000年 の頭数

で ある16,055、10,032、8,798頭 に比 べ る と増加 し

てい るのが特徴で ある。なかで もアングエマは、1990

年には26,224頭 、1995年 には23,391頭 と うま くの り

きって きたが 、そ の後 、1998年 には13,429頭 とい う

よ うに急激 に減少 して きた。

　 また、1987年 以 降にはす べての経営体 での飼 育頭

数が減少 して いる とい う共通性が認 め られ た。そ の

結果、 タバイバー ン とヤ ノラナイ ではそ の数がゼ ロ

になっていた。 また、このなかの減少過程 をよ り微

細 に見 る と、チュ コ トカの各地 区の特徴 を3タ イ プ

に分類で きる。 タイプ1aは 「(国営農場)維 持 ・衰

退型」で、ぺベ ック(ウ スチャオン)、 ワエ ギ、ウズ
ベ レな どの事 例が該 当す る。 同様 に、 タイプ1bは

「(会社)維 持 ・衰退型」でア ングエマが、タイプ2

は 「衰退型」 でアイオンや ボロシュデーニエや カン

チ ャラン、タイプ3は 「急激衰退型」 でヤ ノラナイ

や タバ イバー ンの事例 が挙 げ られ る。

　 筆者 は、 これ らのタイプに よる違 いは、都 市か ら
の距離 で説 明す ることができる と考えている。都 市

か ら遠 い経 営体では 「衰退 ・維持型」 が多 く、近 く

なる と「急激衰退型」に展 開す るよ うに考 えられ る。

2)経 営体 の形成 と解体

　 チュ コ ト自治管区 におけ る トナカイ飼養 の経 営体

には、次の7種 類が認 め られ る。① ソフホーズ(国

営農場)、②会社(フ ェルマ)、③有 限会社(略 称TOO,

cooperative　 limited)、 ④ 氏 族 共 同 体(略 称CPO,

country　 family　community)、 ⑤株式会社(略 称AO,

stock　company)、 ⑥ オー プ ン株 式会社(略 称OAO,

ワ エ ギ

・マ ル コバ

・ス ネ ー ジ ネ

・ウ ズ ベ レ

・カ ンチ ャラン

・タバ イバ ー ン

・ボ ロシュデ ー ニ エ

アン グ エ マ

・ア イオ ン

・ペ ベ ック

・ヤ ノラナ イ

図3経 営体別のトナカイ飼育頭数の年変動
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open　stock　company)、 ⑦農業 労働者 のための地方 自

治 体事 業(municipal　 unitarian　 enterprise　of　agri-

cultural　workers)

　 これ らの経 営体の地 区別 にお ける変化は複雑で あ

り、様 々なパ ター ンが見 いだせ る。例 えば、アナー

デ ィル スカヤ地区やチ ャウン地 区内 の多 くの区で は

① ソフ ホ ー ズ か ら⑦ 地 方 自治 体 事 業 へ 、イ ウル

テ ィンスキー地区 のア ングエマで は⑤株式会社 、同

地 区のボ ロシ ュデーニエで は③有限会社 などが挙 げ

られ る。

　 また、変化 の時期 には、1994年 頃 、1999年 、2001

年 頃の3つ の時期が挙 げ られ る。2001年7月 に地方

自治体 事業(ム ニ ツパル)に なった ところが多 い。

シュ ミッ ト地 区で は、2001年7月 になって リール カ

イ ピとべ一 リングス とい う2つ の経営体が一っ に統

合 され て しま った。

　 チュ コ トカ のなかで は、 ビリビノ地 区の経営体 は

6種 類 がみ られそ の変化 の過程 は最 も複雑 であるよ

うにみえ る。現在 にお いても、② 会社 、③有限会社 、

⑥ オープ ン株式会社 な どの3種 類 の経 営体 が認 め ら

れ る。

　 この よ うに、社会主 義体制 が崩壊 したあ とに、 自

由選 択のた めに ソフホーズか ら会社組織 に変 わった

地区、 ソフホー ズを維持す る地区の よ うに大き くは

2極 分化 して いった といえる。

5.「急激衰退型」の村の経済変容と最近の先住民運動

　 ここで は、上述 した よ うに 「急激 衰退型 」の事例

と して タバイ バー ンを取 り上げ る。 この村 は、 自治

管 区の 中心地 アナ デ ィールか ら約2㎞ の所 に位置す

る。学校 はないが、1軒 の雑 貨屋が ある。

　 この村 では、 トナカイ飼 育が衰退 して トナカイ飼

養頭 数がゼ ロになった ことが最 も大 きな経 済変化 で

ある。1976年 には27,645頭 、1980年 には25,868頭 、

1985年 には20,846頭 、1990年 には24,786頭 、1995年

には7,721頭 、1998年 には1,640頭 、2001年 にはゼ ロ

とい うよ うに、飼養頭 数が急激 に減少 してい る。

　 この村 では、1889年 には海岸 チュクチが、季節的

に漁労 に従事 していた。その後、ユカギールの家族

(タバイバー ン在 住のユー ラ氏 の父親)が マル コバ

に居住 しなが ら、キ ツネの皮 を対象 に した毛皮交易

に従事 していた。1950年 代 に、 この村 にソフホーズ

がっ くられ る。社会主義体制崩壊以前 は、経済的 に

豊 かな生活 で あった とい う。

　 1992年 に、11の ブ リガー ダ(生 産 隊)か らなる国

営農場 は、A.チ リナイ 、B.ト ポ ロー ウェア、C.エ ー

ウ.___ポー リャ、D.カ ンカ レンとい う4つ の会社 に分

割 され た。 チ リナイは、NO.2、　NO.4、　NO。5、　NO.9の

4つ のブ リガ ー ダが統 合 され た もので あ る。 トポ

ロー ウェアは、NO.7、NO.10、エー ウーポー リャはNO.1、

カンカ レンはNO.6を もとに した もので ある。以 下、

簡 単に各会社 の概況 を紹介す る。

A.チ リナイで は、1992年 にNO.2に は2,000頭 、　NO.4

　 には5,000頭 、NO.5に は3,000頭 、　NO.9に は3,000

　 頭 の トナカイ が飼養 され ていた。1997年 に、カ ン

　 チ ャラン氏 が、すべ ての トナ カイ を屠殺 した。
B.ト ポ ロ ー ウェ ア で は、 代 表 は チ ュ ク チ の 人

　　 (テ ィー テネ ッ ト氏)。 彼 は、30頭 のブ タを飼養

　 してい た。しか しブ リガーダ長がす べての トナ カ

　 イ を失い、1995年 にこの会社は閉鎖 され る。
C。 エー ウー ポー リャでは、1992年 には3,000頭 の ト

　 ナカイがいた。チュクチの男性 とロシア人 の妻が

　 経営 の中心で あったが、妻 は 自分用 の 自動車 を購

　 入 しな りして いた。1998年 にゼ ロになった。
D.カ ンカ レンでは、1992年 には1,500頭 の トナカイ

　 を飼養 していた。1997年 冬 には、NO.4か ら500頭

　 の トナ カイ が補給 され たが、1999年 には200頭 の

　　トナ カイ を失 った。

　 さて現在、 トナカイを失った人 々は、何 を糧 に し

て生活 してい るので あろ うか。 現時点 では、詳細 な

調 査 を実施 して いないが、サケ漁業 に よる収 入がそ

の一っで あることは疑いがない。

　 そ こで 、タバイバー ン村での海洋資源 の利 用 に関

す る事例 を紹介す る。ナザ ロフが知事 の時代 には、

ここで先住民 の捕獲 して よいサケは 、18匹 まで とさ

れた。現在、 この管 区では、先住民 は一 人14匹 のサ

ケの捕獲が許 されてい る。 これ らは 、す べて 自給 用

で ある。彼 らは、許可用のカー ドをもっていて、捕

獲す るたび にイ ンスペ クターが サ イ ンす る よ うに

なっている。筆者 の知人 は、サケ漁 の最盛期 をす ぎ

た のに、まった くサイ ンが なか った。 これは捕獲 し

てい ないのか 、捕獲 して もサイ ンを しないのがは不

明で ある。村で の干 しサケ をみ る と、上の基 準は守

られ ていない。

　 また、も とも とは トナカイ飼 養者 であった とい う

別 の村人夫妻 は、村か ら8㎞ の と ころに うつって沿

岸部 にてサケ漁 に従事 していた。 この場 所は、政府

の監視 がいき届 かない場所で ある とい う。彼 らは、

イ クラを非合法 的に売却 して現金 を獲得 してい ると

い う。 なお 、 この村では、アナデ ィール 湾で生息 し

ているシロイル カの利 用は見 られ てい ない。

　 一 方で、この村では、2000年 に ヨン ト(Yonto)と い

う名 の先住民組織が設立 された。 この組織 は、次の

よ うな人か ら構成 され てきた。 カ ウンセルのチ ェア

マ ン:ア ン トン(チ ュクチ)、 副チ ェアマ ン:ユ ー リ

(ユカギール)、 商業マネージャー:ビ ター リ(ロ シ

ア)ら か らなる。 ここのメンバー は、40人 以上がい

る。 この うち32人 がタバイバー ンに住 み、8人 がア

ナー デ ィルに居住す る。 また、チュクチの数が多い

が、様 々な民族 で構成 されてい る。

　 主な る活動 内容 は、以 下の通 りであ る。彼 らは、

地方政府(チ ュコ ト自治管 区)に 土地権 を請求 して

い る。 これ らは、1999、2000、2001年 の極北 の先住

民に関す るロシア国アク トによって規定 されて もい

る。 しか し、現時点では、その手紙 に対す る政府サ

イ ドか らの明確 な回答が得 られてい ない。

6.ま と め

　この報告では、チュコ トカ自治管区内における地

区別 の トナカイ飼育頭数の変化を過去25年 間にわ
たって把握すること、また トナカイ牧畜の衰退にと

もないチュクチはどのような対応 をしているのかを

明 らかにすることを目的とした。その結果、以下の
ようなことが明らかになった。

1)チ ュコト自治管区における トナカイ飼育頭数は、

　 1950年 代、60年代に急増 している一方で、1927～,

　 1954年 にかけての個人所有 トナカイ頭数は急激

　 に減少している。
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2)各 地区別の トナカイ飼育頭数は、1987年 以降に

　 はすべての地区で減 少 しているとい う共通性が

　 み られる。また減少過程をより微細にみると、

　 チュコト自治管区の各地区の特徴を 「維持 ・衰退

　 型」、「衰退型」、「急激衰退型」の3タ イプに分類

　 できる。また、トナカイ飼育の経営体には7種 類

　 が認められ、経営体の地区別の変化は複雑である

　 が、ソフホーズの維持か解体かの2極 分化が確認

　 された。
3)「 急激衰退型」のタバイバーンでは トナカイ飼育

　 頭数がゼロになったことで、チュクチは トナカイ

　 飼養か らサケ漁業に生業を変えて対応 してきた。

　 これ らは、かっての海洋資源の利用か ら内陸資源

　 への転換 とは対照的である。それ と同時に、自分

　 たちの土地権を請求 し始めている点は新たな動

　 きである。現時点では、その請求が受け入れられ

　 てはいないが、トナカイ牧畜の衰退 とチュクチの

　 アイデンテ ィティの変化 との関係性については

　 今後の課題である。

　この報告で示 したチ ュクチの事例は、 トナカイ牧

畜をやめてサケ漁業に転換 した点では、かつての

チュクチが海洋資源の利用から内陸資源へ と転換 し
ていた時代 とは対照的であった。 しか し、当時と違

うのは、内陸資源に依存す る人にも都市への移住者
が生まれている点である。 この点は、今後の課題で

あるといわなければな らない。
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